
戦  評  用  紙  

 

          平成３０年度関東高等学校バスケットボール大会埼玉県予選会  

                                             平成３０年５月１９日（土）  

 会   場   越谷市立総合体育館  

                                                          Ｅコート第  １  試合  

 

 対   戦        正智深谷高校  １３―１７  山村学園高校  

              ５７    １１―１２    ６６  

                    １７―１８   

                   １６―１９   

                                             

第１Ｐ  両チーム共に、ハーフコートマンツーマンディフェンスでスタート。先制点は山

村学園＃４のドライブでフリースローをもらい３点、続いて＃９がシュート を決め幸先の

良いスタートを切る。対する正智深谷は、＃４のドライブでフリースローをもらい３点 。  

その後、山村学園＃６のドライブが決まり流れをつかみたいところだが、正智深谷 ＃９の

ジャンプシュート、＃８の３Ｐ、＃１４のフリースローと連続得点で応戦。両チーム共に

お互いの激しいディフェンスをなかなか崩しきれない。残り時間５分を切り、正智深谷＃

８のフリースローの得点に対し、山村学園は＃６のジャンプシュート、＃７のリバウンド

シュート、＃９＃１６のゴール下のシュートとバランス良くシュートを決め、１３ −１７で

山村学園のリードで終了。  

第２Ｐ  山村学園＃９のミドルシュートでスタート。しかし、その後両チーム共にパスミ

スやシュートミスが続き得点に結びつかない。残り時間８分を切ったところで正智深谷 が

タイムアウトを請求。その後、正智深谷＃５＃４がドライブで攻め込むが、得点に結びつ

かない。今度は、山村学園がタイムアウトを請求。しかし、流れをつかむには至らなかっ

た。正智深谷は＃５のジャンプシュート＃１４のドライブでシュートを決め、山村学園は

＃６のドライブ＃７＃９のインサイドで応戦。２４ー２９で山村学園のリードで前半を終

了。  

第３Ｐ  両チーム共に激しいハーフコートマンツーマンディフェンスは変わらず。山村学

園＃６の３Ｐでスタート。正智深谷は＃５が果敢に攻めるが、なかなか得点差が縮まらな

い。残り時間５分を切ったところで山村学園がタイムアウトを請求。その後、山村学園＃

４のリバウンドシュート、ゴール下のシュート、＃９のターンシュートで得点を重ね 序々

に点差を広げていく。しかし、正智深谷も粘り強く攻め続け、＃５のジャンプシュート、

＃１３のリバウンドシュート、＃１４の３Ｐで応戦。４１ −４７で山村学園のリードで終了。 

第４Ｐ  ＃５＃８を起点に攻める正智深谷に対し、ドライブ・３Ｐ・インサイドとそれぞ

れがチャンスを作り出し攻める山村学園。残り時間７分を切ったところで、正智深谷＃５

のジャンプシュート・速攻、＃８のジャンプシュート・ドライブが決まり、遂に逆転に成

功する。２点差をつけられた山村学園は、タイムアウトを請求。その後、山村学園 ＃６の



３Ｐが決まり逆転。更に＃７のドライブ、＃６の３Ｐ・ドライブが決まり、序々にリード

を広げていく。６点差をつけられたところで、今度は正智深谷がタイムアウトを請求。正

智深谷は積極的に１対１で得点を狙うが、思うように シュートを決めきれない。一方、山

村学園は＃６＃７が着実にシュートを決め、５７ −６６で勝利した。一進一退の戦いだった

が、シュートの確実性の差が勝敗を分けた試合であった。  

 

（記入者：渡邊恵理）  

 

 

 

 

 


